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女性広報「Ms.スクエア」編集委員会
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デザイン／堀亜梨紗

次号82号の発行は2014年12月1日です

古紙配合率100％再生紙を使用しています

１. すべての人が個人として人権を尊重され、自分らしく生きることが保障されること
２. 性別役割分担にとらわれず、自己の意思と責任による多様な生き方が選択できること
３. 女性も男性も家庭生活と社会活動の両立ができるような環境をつくること
４. 女性が社会のさまざまな領域でもっと企画や活動方針を決定する場に進出すること
５. 互いに性を理解し尊重し合い、性に基づいた健康が生涯にわたり維持されること

清瀬市男女平等推進条例

5つの重要な柱
（基本理念）

（平成18年7月1日施行）

アイレックからのお知らせ編
集
後
記

M
ミ ズ
s. は女性を総称し、スクエアは広場や広報を
意味しています。
アイレック（ILEC）とは、
Information（情報）・Learning（学習）
Exchange（交流）・Consultation（相談）
の頭文字をとった「清瀬市男女共同参画センター」
の愛称です。

「Ms.スクエア」はシルバー人材センター（☎494・0903）会員がお届けしています

皆様の声募集中
　「Ms.スクエア」は公募による市民の編
集委員6人が企画編集して発行している
情報誌です。81号はいかがでしたか？ご
意見、ご感想、今後取り上げてほしいテー
マなどを、郵送・FAXでアイレックまでお
寄せください。 清瀬駅

至池袋至所沢

け
や
き
通
り

小
金
井
街
道

アミュービル４Ｆ

清瀬市男女共同
参画センター

けやき
ホール

「Ms. スクエア」の音訳ＣＤを作成しています。
ご希望の方は、男女共同参画センターへご連絡ください。

男性の生き方を考える講座
２日間連続講座

もう一度聞きたい　「終活」
―自分の最期をデザインするにはー

８月２８日（木）・２９日（金）
いずれも１４：００～１６：００

講師：井上 治代さん（東洋大学教授）
対象：どなたでも（男性大歓迎！）
※申込受付中

２０１４（第１９回）アイレックまつり
バザー用品提供のお願い

　１０月１１日（土）・１２日（日）に開催するアイレックまつりでは、実行
委員会主催のバザーを実施します。ご家庭に眠っている不用品がありまし
たら、バザー用品としてのご提供をお願いします。

受付場所：男女共同参画センター（アイレック）
期　　間：９月２６日（金）まで
品　　目：衣類・台所用品・食器等の雑貨

原則として未使用のものをお願いします。食品・家電製品はご
遠慮ください。
※バザー売上金は、アイレックまつり運営に伴う費用として活用
させていただきます。

お 願 い：お手数ですが、バザー用品はご持参くださいますようお願いい
たします。

問い合せ：男女共同参画センター　☎０４２－４９５－７００２

男と女の参画セミナー　全３回講座

プロから学ぶ
思わず読みたくなる記事を書く

～文章講座～

１０月２１日・１１月４日・１８日 各火曜日
いずれも１４：００～１６：００

講師：森 絹江さん（フリーライター）
対象：文章を学びたい方ならどなたでも
※詳細は９月１５日号の市報をご覧ください

表紙の撮影場所　清瀬市男女共同参画センター

■
母
と
娘
の
関
係
に
父
を
入
れ
た
ら

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
父
と
息
子
の

関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ

う
。
夫
に
聞
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
原
）

■
現
在
娘
で
あ
り
、
母
で
あ
る
私
自

身
い
ろ
い
ろ
な
葛
藤
が
あ
り
ま
す

が
、
今
回
の
特
集
で
娘
と
し
て
母
へ

の
対
応
、
母
と
し
て
娘
へ
の
か
か
わ

り
方
そ
ん
な
ヒ
ン
ト
が
み
つ
か
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

 （
近
藤
）

■
人
生
で
17
回
目
の
引
越
し
。
山
積

み
の
荷
物
を
ほ
ど
き
つ
つ
、
親
子
の

関
係
も
一
緒
に
ほ
ぐ
れ
て
い
か
な
い

か
な
ぁ
…
と
、願
う
日
々
。（
佐
久
間
）

■
今
回
の
特
集
で
子
ど
も
の
頃
か
ら

の
母
と
の
会
話
を
一
つ
一
つ
思
い
出

し
ま
し
た
。
会
え
な
く
な
っ
て
し
ま

う
と
、口
げ
ん
か
さ
え
懐
か
し
い
…
。

(

筑
紫
）

■
”心
の
奥
の
自
分
の
声
“を
聞
く
た

め
に
、
今
年
の
夏
は
山
登
り
と
、
陶

芸
を
し
た
い
で
す
。　
　
　
　

 （
堀
）

■
友
人
と
「
母
と
娘
の
関
係
」
を
話

し
て
い
た
。
彼
女
が
何
気
な
く
言
っ

た
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
」。
反
省
そ
し
て
猛
省
。

今
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
。 （
野
口
）


